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研究成果の概要（和文）：放射線診療を受ける小児と家族の放射線に関する認識を明らかにするために調査を行
った。方法として、心臓カテーテル検査を受ける子どもとその家族に対して、検査入院時にアンケートを行っ
た。その結果、子ども5名、家族23名から回答が得られた。子どもへの調査の結果、検査について心配がありま
すかという問いに対して「あり」と回答したのは5名中4名であり、その内容で最も多かったのは「検査の時に痛
くないか」であった。家族への調査の結果、検査について心配があると答えたのは18名（78.3％）であり、その
内容で最も多かったのは「検査後の安静について」と「検査後の痛みについて」がそれぞれ12名（66.7％）であ
った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the anxiety of children and their 
families recieving treatments and examinations that use medical radiation.The questionnaire survey 
was conducted for children and thire parents undergoing  cardiac catheterization.
Five children and twenty-three parents could reply the survey.As a result, four children(80%) were 
anxious about the examination,specifically about "pain at the examination".Eighteen parents(78.3%) 
were anxious about the examination ,and twelve of them(66.7% parents) were worry "about rest after 
examination" and "about pain after examination".

研究分野： 看護学
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１．研究開始当初の背景 
 
現代医療において、放射線を用いた画像診

断は病態の正確な把握と治療方針の決定に
欠かすことはできず、さらに、放射線を用い
た治療は悪性疾患をはじめとする多くの疾
患に効果的に用いられ、人類の健康への利益
は非常に大きい。しかしその一方で日本人は
放射線に対するおそれや不安が強く、放射線
診療の有害事象を懸念する人々から専門家
への相談は絶えないという（大野,2005）。 
特に小児を対象にした診察場面において

は、被ばく量の少ない単純レントゲン撮影で
あっても「こんな小さい子に放射線を浴びさ
せるなんて」と頑なに拒否する家族がいるこ
とは事実である。確かに小児は放射線感受性
が高く、小児期の頭部 CT や心臓カテーテル
検査がその後の二次がんの発症に影響を与
え る という 研 究報告 が みられ て い る
(Pearce,2012,Johnson,2014）ことからも、
小児患者に対してはより注意深く被ばく線
量を管理する必要がある。しかしその一方
「転んだので頭の CT をとって欲しい」と安
易に訴える家族も多いという。これらはいず
れも知識や情報の不足から生じることと考
えられ、看護の視点から、放射線診療を受け
る小児や家族に対する疑問解決や不安への
ケアが必要になると考えられた。 
そこで研究者は、小児における放射線被ば

くに関する文献検討を行った（扇野,2015）。
医学中央雑誌を用いてキーワード検索した
結果、国内の刊行物においては医療被ばくの
低減や適正化への取り組みや低減といった
ものが多く見られたが、「小児と家族は医療
被ばくをどのように考えているか」という疑
問に答えるものは見当たらなかった。また、
小児が医療被ばくを受ける機会の一つであ
る心臓カテーテル検査に関する文献を例に
とってレビューしても、安静を保つための看
護や認知発達に応じたプリパレーションの
手法に関する研究はされているが、医療被ば
くについて言及しているものはほとんどな
かった。この背景には、必要な医療を受ける
子どもとその家族に対して余計な不安を煽
ることがないようにという配慮のもと、医療
被ばくに関する説明やケアは最小限になっ
ている可能性がある。 
先行研究より日本の小学生から成人まで

を対象に放射線のイメージを調査した研究
では、どの年代でも「おそろしい」が最も多
いことが明らかになっている（斎藤、1992）。
特に医療現場では子どもの医療被ばくに関
する不安に対する相談事例などの報告がさ
れている。しかし、不安を抱える人の割合や
程度、不安をもっている人の特性といった全
体の傾向を知る学術的な研究・調査は見当た
らない。看護学生に対する調査では放射線に
関する知識が乏しい人ほど不安が高いと言
われており（櫻田、2008）、研究者らが医療
系大学生を対象に検討した放射線のリスク

認知も、放射線防護に関する講義後には放射
線への怖さは軽減している（Itaki、2012）。
このように知識の有無や経験によって不安
の程度は異なる可能性がある。近年は医療を
受ける患者に対する放射線看護の専門性と
必要性も論じられており（西沢、2015）、本
研究により小児の医療被ばくに関する不安
を感じる人の特性が明らかになれば、個人に
応じた検査や治療の説明に寄与し、ひいては
看護の質の向上と患者の QOL 向上に役立つ
ものと考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、放射線診療を受ける小児とそ

の家族の医療被ばくについての認識につい
て明らかにする。小児に行われる放射線診療
として、一般診療での胸部・腹部・頭部のレ
ントゲン撮影や CT 撮影、先天性心疾患にお
ける心臓カテーテル検査、小児がんに対する
放射線治療・RI 検査などが挙げられる。医療
被ばくについての子どもと家族の考えは、対
象となる小児の状況、検査を受ける回数、疾
患の重症度などによって異なることが予想
される。本研究では、生後すぐから検査・治
療が必要とされる先天性心疾患の小児が心
臓カテーテル検査を受ける場合を中心に調
査を行い、直接対象者からデータを得ること
で研究疑問を明らかにする。さらに、小児と
家族の看護にかかわる看護師を対象に調査
を行うことで、間接的に小児と家族が放射線
検査を受ける際の不安や心配を明らかにす
る。 

 
３．研究の方法 
 
１）調査の対象と方法 
（１）小児と家族を対象とした調査 
①対象者 
心臓カテーテル検査を受けるために入院

した小児とその家族を対象に調査を行った。 
②調査方法 
放射線検査に関する無記名自記式調査票

を作成し調査に用いた。内容は、心臓カテー
テル検査の経験回数や、検査に対する不安や
心配事の有無について質問した。具体的調査
手順として、対象となる小児と家族に対して、
入院オリエンテーションの前後に、研究者か
ら研究の説明を行った。研究目的や方法、倫
理的配慮について説明し、同意が得られた場
合に調査票を配布した。回収は密封して留め
置き法または郵送法により行い、協力の任意
性を確保した。 
特に小児に対しては、学童以上の小児で、

かつ保護者の同意が得られた場合に協力依
頼を行い、強制や負担とならないように配慮
した。 
 
（２）看護師を対象とした調査 
①対象者 



間接的に小児と家族の不安を明らかにす
る目的で、放射線診療を受ける小児の看護に
携わる看護師を対象に調査を行った。 
②方法 
無記名自記式調査票を作成し、調査に用い

た。内容は、放射線診療を受ける小児と家族
の看護にかかわった経験の有無や、相談を受
けた経験などについて質問した。回収は密封
して留め置き法とした。 
 

（３）健康な子どもを育てる家族を対象とし
た調査 
健康な子どもの家族と、疾患をもつ子ども

の家族とで放射線に関する認識との差異を
検討するために、特別な疾患のない子どもの
保護者を対象に、放射線検査の経験の有無と
認識を尋ねる質問紙を作成し、実施予定とし
た。 
 
２）分析方法 
 上記いずれの調査も、統計的に集計し、分
析を行う。項目ごとの回答割合について、χ
二乗検定を行い、回答割合の差の検定を行っ
た。 
 
４．研究成果 
１）小児と家族を対象とした調査について 
A 病院において心臓カテーテル検査を受け

る目的で入院した小児の家族23名に依頼し、
小児 5名、家族 23 名から回答が得られた。 
 小児への調査の結果、検査時の年齢は 8～
14 歳であった。「検査について心配がありま
すか」という問いに対して「あり」と回答し
たのは 5名中 4名であり、その内容で最も多
かったのは「検査の時に痛くないか」であっ
た。 
家族への調査の結果、検査時の子どもの平

均年齢は 4.7 歳であり、検査回数は調査時が
平均 2.3 回目であった。検査について心配が
あると答えたのは 18 名（78.3％）であり、
その内容で最も多かったのは「検査後の安静
について」と「検査後の痛みについて」がそ
れぞれ 12 名（66.7％）であった。子どもの
年齢や検査回数によって不安の項目に違い
があるか統計的に検討したが、有意な差はみ
られなかった。 
また、子ども、家族いずれの場合も心配の

内容として「検査で放射線を使うことについ
て」を選択した人はいなかった。自由記載に
よると、検査で放射線を使うことを知らなか
ったと回答した対象者もいたことから、検査
直前に受けた医師からの説明が認識に影響
を与えていることや、その他の合併症の不安
の方がより大きいことが考えられた。 
 
２）看護師を対象とした調査について 
放射線診療を受ける小児と家族にかかわ

る経験を持つ看護師を対象とした調査につ
いて、A病院小児科に勤務する看護師 33 名か
ら回答が得られた。回答者の看護師経験年数

は平均 11 年 3 か月であり、全員が放射線診
療を受ける患者を受け持った経験があった。
家族や患者本人から放射線被ばくに関して
相談を受けたことがあるものは1名のみであ
り、内容は医療被ばくの量と影響を心配する
ものであった。また、放射線看護に関する研
修を受けたことがあると答えた割合は、15 名
（45％）であった。 
これらの結果により、放射線診療に伴う小

児や家族の不安は、明確に相談として現れて
いる数は多くはないが、潜在的に存在してい
る可能性が考えられた。 
 
３）健康な子どもの家族を対象とした調査に
ついて 
放射線検査に対する不安や認識を明らか

にするための調査票の作成を試みた。文献や
他領域の情報から項目を抽出し、パイロット
テストで内容の妥当性を確認した。内容とし
て、病院でレントゲン検査や CT 検査を受け
た経験の有無、放射線検査を受けることに関
する認識や思い、それぞれ検査部位によって
心配の内容や程度は違うか、などが抽出され
た。 
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